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11
月
21
日
、
新
規
行
事
「
博
物
館

見
学
ツ
ア
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
国

立
科
学
博
物
館
特
別
展
『
大
絶
滅

展
』
見
学
と
ラ
ン
チ
宴
会
に
17
名
参

加
。
さ
て
、
ど
ん
な
塩
梅
に
。

　

や
っ
ぱ
り
、
出
だ
し
で
ア
ク
シ
デ

ン
ト
。
参
加
者
名
簿
未
登
載
の
方
が

登
場
。
チ
ェ
ッ
ク
漏
れ
で
申
し
訳
な

い
、
で
も
困
っ
た
ぞ
、
と
、
キ
ャ
ン

セ
ル
発
生
。
あ
れ
ま
あ
、め
で
た
し
。

毎
回
、
薄
氷
を
踏
む
想
い
で
す
ね
。

　
『
大
絶
滅
展
』、
生
命
史
の
ビ
ッ
ク

フ
ァ
イ
ブ
と
は
、
い
か
な
る
も
の
か
。

　

オ
ル
ド
ビ
ス
紀
末
（
4.4
億
年
前
）、

大
陸
分
裂
、
隕
石
衝
突

な
ど
。
そ
れ
ら
が
大
迫

力
で
標
示
、
釘
付
け
に

な
り
ま
し
た
。「
絶
滅

率
96
％
で
哺
乳
類
が

三
葉
虫
が
絶
滅

し
た
デ
ボ
ン
紀

末
（
3.7
億
年

前
）、
史
上
最

大
絶
滅
率
96
％

で
古
生
代
が
終

焉
し
た
ペ
ル
ム

紀
末
（
2.5
億

年
前
）、
三
畳

紀
末
＝
２
億
年

前
、
絶
滅
率

75
％
で
恐
竜
絶

滅
し
た
白
亜
紀

末
＝
6.6
千
万
年

前
の
５
回
。
原

因
は
、
気
候
変

動
、火
山
活
動
、

日比谷ミットタウン日比谷ミットタウン
イルミネーションイルミネーション

大
迫
力
の
大
絶
滅
展
に
大
満
足

ち
ょ
っ
と
飲
み
過
ぎ
ラ
ン
チ
宴
会

博
物
館

見
　
学

ツ
ア
ー

薄
氷
を
踏
む
思
い
で
ス
タ
ー
ト

生
き
残
っ
た
の
は
す
ご
い
な
あ
」
と

感
心
し
て
い
る
と
、「
絶
滅
率
75
％
。

と
い
う
こ
と
は
25
％
も
残
っ
た
の

か
、ほ
ほ
う
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
、

も
の
の
見
方
っ
て
面
白
い
で
す
ね
。

　
「
も
っ
と
観
た
〜
い
」
と
い
う
声

を
一
方
的
に
無
視
し
て
見
学
を
打
切

り
、科
学
博
物
館
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

紅
葉
の
上
野
公
園
を
過
ぎ
、
ア
メ

横
に
入
っ
て
す
ぐ
の
『
酒
亭
じ
ゅ
ら

く
』
で
ラ
ン
チ
宴
会
。
コ
ー
ス
は
値

段
な
り
で
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は

無
関
係
に
い
つ
も
の
よ
う
に
大
盛
り

上
が
り
。
昔
話
や
う
ん
ち
く
を
傾
け

た
り
、
仲
間
と
過
ご
す
時
間
は
本
当

に
楽
し
い
も
の
で
す
ね
。
そ
の
せ
い

か
、
帰
り
の
電
車
で
行
っ
た
り
来
た

り
し
た
方
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

試
験
的
に
行
っ
た「
見
学
ツ
ア
ー
」

で
し
た
が
、
大
好
評
。「
是
非
、
ま

た
や
っ
て
ほ
し
い
」「
科
博
特
別
展

の
見
学
を
継
続
す
る
の
も
い
い
の
で

は
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。来
年
も
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
迫
力
の
標
示
に
釘
付
け

大
好
評
に
つ
き
来
年
も
継
続
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春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
目

黒
の
名
所
探
訪
で
す
。
目
黒
不
動

と
林
試
の
森
公
園
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
新
緑
が
深
緑
に
変
わ
る
う
つ
ろ

い
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
実
施
日　
５
月
15
日
（
金
）

▼
予
備
日
：
５
月
22
日
（
金
）

２０２６年前半期の行事計画２０２６年前半期の行事計画
　

年
明
け
最
初
の
行
事
は
、

い
つ
も
と
同
じ
『
新
春
の
集

い
』
で
す
。

　

例
年
好
評
の「
長
寿
祝
い
」

や「
開
運
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」

な
ど
の
「
お
楽
し
み
会
」
も

行
い
ま
す
。
景
品
も
ち
ょ
っ

ぴ
り
で
す
が
、用
意
し
ま
す
。

運
試
し
に
ど
う
ぞ
。

　

会
場
は
、
昨
年
と
同
じ
飯

田
橋
の
『
楼
蘭
』
で
す
。
美

味
し
い
中
国
料
理
の
店
で
、

年
齢
を
考
慮
し
た
料
理
を

１
月
24
日

２
月
24
日

新
春
の
集
い

新
春
の
集
い

演
芸
を
楽
し
む
会

頼
ん
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
安
心
く

だ
さ
い
。
物
価
は

高
騰
し
て
い
ま
す

が
、
頑
張
っ
て
会
費
は
昨
年
と

同
額
に
抑
え
ま
し
た
。

　

申
込
み
は
、
１
月
半
ば
頃
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　
時　
１
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　
11
時
45
分
開
始

■
会　
場　
飯
田
橋
「
楼
蘭
」

■
会　
費　
３
０
０
０
円

　

来
春
の
芸
術
？
鑑
賞
は
、

「
演
芸
を
楽
し
む
会
」
で
す
。

　

建
替
え
中
の
『
国
立
演
芸

場
』
が
会
場
を
借
り
て
『
寄

席
』
を
や
っ
て
い
ま
す
。
講

演
時
間
が
適
当
な
上
に
、
料
、
料
金金

も
安
い
の

も
安
い
の
が
魅
力
で
す
。
日
程

も
決
め
ま
し
た
。

　
会
費
は
物
価
高
騰
に
勝
て

ず
、
値
上
げ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
は
錦
糸
町
で
す

の
で
、
無
事
に
は
帰
れ
ま
せ
ん
。

懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日　
時　
２
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
12
時
30
分
開
場

●
会　
場　
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ

　
　
　
　
　
ニ
ー
小
ホ
ー
ル

●
会　
費　
１
０
０
０
円

学
習
会

介
護
保
険
の
イ
ロ
ハ

介
護
保
険
の
イ
ロ
ハ

　

家
族
な
ど
が
介
護

保
険
を
利
用
し
て
い

な
い
方
は
、
介
護
保

険
の
仕
組
み
や
利
用

方
法
な
ど
初
歩
的
な

　

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
、
椿
山
荘
、
肥
後

細
川
庭
園
、
神
田
川
、

カ
テ
ド
ラ
ル
教
会
な
ど

江
戸
川
橋
周
辺
散
策
と

３
月
17
日

こ
と
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
春
の
学
習
会
の
テ
ー

マ
は
「
介
護
保
険
で
困
っ
た
時
、
ど

う
し
た
ら
い
い
の
？
」
に
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
介
護
の
専
門
家
に
依
頼
し

ま
す
。
質
問
し
た
い
こ
と
な
ど
、
事

前
に
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、
講
演
内
容

に
反
映
で
き
ま
す
。

◆
日　
時　
３
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
13
時
１5
分
開
始

◆
会　
場　
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー
ル

◆
懇
親
会　
学
習
会
終
了
後
開
催

お
花
見

お
花
見

椿
山
荘
・
神
田
川
etc

３
月
３
月
２7２7
日日

ラ
ン
チ
宴
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
内
容
は
、
下
見
を
し
て
か
ら

判
断
し
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
の
時
期
は

混
雑
す
る
の
で
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
散
策
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

雨
の
心
配
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予

備
日
を
設
定
し
ま
す
。
最
高
の
花
見

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

◆
日　
時　
３
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
10
時
頃
集
合
の
予
定

◆
コ
ー
ス　
椿
山
荘
な
ど
検
討
中

※
予
備
日　
４
月
３
日
（
金
）

５
月
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

６
月
12
日
第
18
回
総
会

　

ま
だ
先
の
話
で
す
が
、
６
月
12
日

に
第
18
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

す
。
幹
事
さ
ん
熱
烈
募
集
中
で
す
。

　

今
年
、
新
規
行
事
と
し
て
試
験
的

に
行
な
っ
た「
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会
」

と
「
博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
」
を
来
年

も
実
施
し
ま
す
。日
程
は
未
定
で
す
。

すみだトリフォニーホールすみだトリフォニーホール
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円
。
今
後
、
こ
の
分
が
な
く
な
り
ま

す
。
色
々
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
需
要

増
と
収
入
減
の
影
響
は
20
万
円
近
く

に
な
る
見
込
み
で
す
。
親
睦
交
流
行

事
費
用
の
抑
制
を
検
討
せ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。
来
年
度
の
予
算
は
ち
ょ
っ

と
厳
し
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
「
行
動
費
」
基
準
の
ベ
ー
ス
と
な

る
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

個
人
別
基
準
額
の
選
定
は
、「
地

図
ソ
フ
ト
」「
交
通
ソ
フ
ト
」と
も「
最

適
」
解
を
ベ
ー
ス
と
し
ま
す
。
前
回

の
幹
事
会
で
「
最
適
・
最
安
」
の
兼

合
い
方
式
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
事

務
が
煩
雑
に
な
る
た
め
、
簡
素
化
を

目
的
と
し
た
新
制
度
導
入
の
趣
旨
に

反
し
ま
す
。
方
式
改
定
に
よ
る
支
出

増
は
わ
ず
か
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

基
準
案
は
来
年
の
定
期
総
会
に

間
に
合
う
よ
う
、
成
案
化
し
ま
す
。

　

来
年
前
半
期
の
行
事
計
画
（
新
春

の
集
い
、
演
芸
鑑
賞
会
、
春
の
学
習

会
、お
花
見
、春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

11
月
25
日
に
３
回
幹
事
会
・
専
門

部
会
を
開
き
、
①
上
部
団
体
総
会
代

議
員
等
の
取
扱
い
、
②
財
政
運
営
の

課
題
、③
行
動
費
基
準
案
の
取
扱
い
、

④
来
年
前
半
期
の
行
事
計
画
を
検

討
・
確
認
し
ま
し
た
。

11
月
26
日
開
催
の
都
庁
退
定
期

総
会
の
代
議
員
定
数
は
４
名
。従
来
、

代
議
員
は
会
の
幹
事
中
よ
り
選
出
し

て
き
ま
し
た
が
、
幹
事
中
か
ら
は
３

名
し
か
選
出
で
き
ず
、１
名
欠
員
に
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
幹
事
以
外
か

ら
の
会
員
を
代
議
員
に
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

厳
密
に
い
え
ば
、
上
部
団
体
総
会

代
議
員
な
ど
を
会
員
中
か
ら
選
出
す

る
場
合
、
全
会
員
に
権
利
が
生
じ
ま

す
。
選
出
方
法
の
基
準
を
設
け
、
全

会
員
の
意
向
確
認
実
施
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
限
ら
れ
た
期
間
内
で
そ
の

よ
う
な
手
続
き
を
採
る
こ
と
は
無
理

で
す
の
で
、「
幹
事
会
が
責
任
を
も
っ

て
人
選
す
る
」
こ
と
と
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
法
は
、
事
例
発
生
時

に
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
考
え
方
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
説
明
（
本
号
記
事
）
し
た

う
え
で
、
来
年
の
定
期
総
会
に
報
告

し
、
承
認
を
得
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

来
年
の
財
政
は
少
々
厳
し
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
年
、
新
た
に
「
ボ

ウ
リ
ン
グ
交
流
会
」
と
「
博
物
館
見

学
ツ
ア
ー
」
を
試
験
的
に
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
平
常
化
す
る
と
、
そ

の
分
、恒
常
的
需
要
額
が
増
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
東
京
清
掃

の
補
助
金
が
減
額
に
な
る
こ
と
。
東

京
清
掃
は
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
自

治
労
の
決
定
に
伴
い
、「
総
が
か
り

19
日
行
動
」
の
取
組
み
を
停
止
し
た

た
め
、
19
日
行
動
の
参
加
は
東
京
清

掃
の
補
助
金
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
決
算
額
で
は
、
19
日
行

動
に
伴
う
年
間
の
助
成
金
は
約
13
万

▼
12
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動
（
紹
介
）

＊
日　
時　
12
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜

＊
場　
所　
衆
院
議
員
第
二
会
館
前
歩
道

▼
１
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動
（
紹
介
）

＊
日　
時　
1
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜

＊
場　
所　
衆
院
議
員
第
二
会
館
前
歩
道

■
新
春
の
集
い
26

＊
日　
時　
１
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　
11
時
45
分
開
会

＊
場　
所　
飯
田
橋
「
楼
蘭
」

＊
会　
費　
３
０
０
０
円

＊
申
込
み　
募
集
中

▼
２
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動
（
紹
介
）

＊
日　
時　
２
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜

＊
場　
所　
衆
院
議
員
第
二
会
館
前
歩
道

■
演
芸
を
楽
し
む
会

＊
日　
時　
２
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
12
時
30
分
現
地
集
合

＊
会　
場　
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
小
ホ
ー
ル
（
錦
糸
町
）

＊
公
演
終
了
後
、
懇
親
会
実
施

＊
会　
費　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
懇
親
会
会
費
別
途
）

＊
申
込
み　
１
月
に
募
集
開
始

第３回
幹事会

上
部
団
体
総
会
代
議
員
等
の

取
扱
い
︑
財
政
運
営
の
課
題
︑

行
動
費
基
準
案
の
整
理
︑
来

年
前
半
期
の
行
事
計
画
検
討

２
月
ま
で
の
主主
なな

行
事
と
行
動
予
定
予
定

上
部
団
体
総
会
代
議
員
等
取
扱
い

来
年
前
半
期
の
行
事
計
画

行
事
計
画

行
動
費
基
準
の
ベ
ー
ス
確
認

来
年
度
財
政
運
営
の
課
題

ク
、
第
18
回
定
期
総

会
）
を
検
討
し
ま
し

た
。
実
施
内
容
は
２

面
掲
載
の
通
り
で
す
。
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介
護
保
険
利
用
者
負
担
増
の
考
え
方
が
提
示

介
護
保
険
利
用
者
負
担
増
の
考
え
方
が
提
示

　

介
護
保
険
制
度
は
、
創
設
か
ら
24

年
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
3.5
倍
、
介

護
費
用
は
4.0
倍
と
な
り
、
今
後
、
更

な
る
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
需
要
は

更
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
需
要
増
大
に
対
し
政

府
は
、「
利
用
対
象
者
の
負
担
増
」

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
保
険
料
応
能

負
担
強
化
、
利
用
者
負
担
（
原
則
１

割
）
２
割
・
３
割
の
設
定
な
ど
で
す
。

27
年
度
か
ら
の
10
期
に
向
け
、『
社

会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
』

等
で
、
次
の
制
度
見
直
し
が
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
。
①
高
所
得
者
の
保
険

料
負
担
増
、
②
高
所
得
者
の
利
用
者

自
己
負
担
増
、
③
介
護
老
人
保
健
施

設
・
介
護
医
療
院
の
多
床
室
に
室
料

負
担
導
入
、
④
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
利
用
者
自
己
負
担
導
入
、
⑤
軽
度

者
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等
の
市
町
村

移
管
、
⑥
被
保
険
者
範
囲
・
受
給
権

者
範
囲
の
拡
大
、
⑦
補
足
給
付
（
低

所
得
の
施
設
入
所
者
自
己
負
担
軽

減
措
置
）
の
見
直
し
で
す
。

12
月
１
日
の
審
議
会
で
厚
労
省

利
用
者
負
担
増
７
課
題
提
起

利
用
者
負
担
増
７
課
題
提
起

負担割合　　区　　分　　　　年金等収入　　　利用者比
　　　　　　　　　　　　単身　340 万円以上
　　　　　　　　　　　　夫婦　463 万円以上  
　　　　　　　　　　　　単身　280 万円以上
　　　　　　　　　　　　夫婦　346 万円以上  
　　　　　　　　　　　　単身　280 万円未満
　　　　　　　　　　　　夫婦　346 万円未満

◎介護保険の利用者負担割合（現行） 

３割負担　現役並み所得　　　　　　　　　　　　4.2%
　　　　　　　　　　　　  
２割負担　一定以上所得　　　　　　　　　　　　4.7%
　　　　　　　　　　　　  
１割負担　　　　　　　　　　　　　　　　　　 91.1%

区分　　　年金等収入  　　所得上位
　　　単身世帯　260万円以上　
案１　　　　　　　　　　　　　 上位約 25％
　　　夫婦世帯　326万円以上 
　　　単身世帯　250万円以上 
案２　　　　　　　　　　　　　
　　　夫婦世帯　306万円以上　上位 25％と
　　　単身世帯　240万円未満　上位 30％の間
案３　　　　　　　　　　　　　
　　　夫婦世帯　306万円未満
　　　単身世帯　230万円未満
案 4　　　　　　　　　　　　　 上位約 30％
　　　夫婦世帯　296万円未満 

◆一定以上所得基準引下げ案

は
、
(1)
高
所
得
者
利
用
者
自
己
負
担

増
、
(2)
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
利
用
者

自
己
負
担
導
入
、
(3)
補
足
給
付
見
直

し
を
、
喫
緊
の
課
題
と
し
ま
し
た
。

▼
高
所
得
者
の
利
用
自
己
負
担
増

　

利
用
者
の
負
担
割
合
は
原
則
１
割

で
す
が
、
別
表
の
よ
う
に
「
一
定
以

上
所
得
＝
２
割
」「
現
役
並
み
所
得

＝
３
割
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
の
２
割
負

担
（
一
定
以
上
所
得
）

大
で
２
万
円
強
な
の
で
、
そ
の
３
分

の
１
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

▼
預
貯
金
が
一
定
額
未
満
は
１
割

　

配
慮
措
置
の
二
つ
目
は
「
預
貯
金

等
金
融
資
産
が
一
定
額
未
満
は
、
本

人
申
請
で
１
割
に
戻
す
」
と
い
う
も

の
で
す
。「
75
歳
以
上
・
無
職
・
単

身
世
帯
要
介
護
者
の
平
均
預
貯
金

額
の
５
０
０
万
円
」
を
基
準
に
す
る

案
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

う
ま
く
機
能
す
る
で
し
ょ
う
か
。

▼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
有
料
化

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
費
用
は
原
則

無
料
で
す
が
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

報
酬
に
ケ
ア
マ
ネ
費
用
の
一
部
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
公
平
性

確
保
の
観
点
も
含
め
、
①
低
所
得
者

に
配
慮
の
う
え
で
幅
広
く
自
己
負
担

を
求
め
る
、
②
一
部
有
料
老
人
ホ
ー

ム
利
用
者
に
限
定
し
て
自
己
負
担
を

求
め
る
２
案
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
有
料
化
は
、
介
護
保
険

利
用
自
粛
や
、
ケ
ア
マ
ネ
の
業
務
負

担
増
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

▼
「
補
足
給
付
」
の
細
分
化

　
「
補
足
給
付
」
利
用
者
の
所
得
区

分
は
現
在
４
段
階
で
す
。
そ
の
上
位

２
段
階
を
分
割
し
６
段
階
に
し
て
、

低
所
得
者
に
も
自
己
負
担
増
を
求
め

る
と
い
う
も
の
で
す
。
過
酷
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で

す
。
厚
労
省
は
４
つ
の
案
を
示
し
、

「
２
割
負
担
者
（
現
行
で
は
約
34
万

人
）
は
、
約
13
万
人
〜
35
万
人
増
加

す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

▼
負
担
増
加
上
限
の
配
慮
措
置

　

２
割
負
担
化
に
伴
う
急
激
な
負

担
増
を
抑
制
す
る
た
め
、当
分
の
間
、

負
担
増
加
の
上
限
を
７
千
円
で
設
定

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
負
担
増
は
最

利
用
者
負
担
増
と
ケ
アマ
ネ
有
料
化

利
用
者
負
担
増
と
ケ
アマ
ネ
有
料
化
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昨
年
、
政
府
が
提
案
し
た
「
高
額

療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
引
上
げ
」

案
は
、
患
者
団
体
等
の
反
対
で
凍
結

と
な
り
、
そ
の
際
、『
社
会
保
障
審

議
会
医
療
保
険
部
会
』
の
も
と
に
、

保
険
者
や
労
使
団
体
、学
識
経
験
者
、

患
者
団
体
等
が
参
画
す
る
『
高
額
医

療
費
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門

委
員
会
』
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
額
療
養
費
制
度
は
、
入
院
や
手

術
、
高
額
医
薬
品
等
で
医
療
費
が
高

額
に
な
っ
て
も
、
家
計
へ
の
負
担
を

防
ぐ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す
。

　

政
府
は
、
制
度
見
直
し
の
検
討
理

由
と
し
て
「
①
高
齢
化
と
医
療
技
術

高
度
化
に
よ
り
、
高
額
療
養
費
の
総

額
が
年
々
増
加
し
て
い
る
、
②
高
額

薬
剤
の
開
発
・
普
及
に
よ
り
、
月
の

医
療
費
１
千
万
円
以
上
の
患
者
数
が

過
去
最
多
に
、
③
前
回
見
直
し
か
ら

10
年
が
経
過
、
物
価
や
賃
金
な
ど
の

経
済
環
境
が
変
化
、
④
現
役
世
代
を

中
心
に
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
求
め

る
声
が
増
加
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、12
月
８
日
の
専
門
委
に
、

高
額
療
養
費
制
度
見
直
し
の
基
本
的
考
え
方
提
示

高
額
療
養
費
制
度
見
直
し
の
基
本
的
考
え
方
提
示

■患者負担割合及び高額療養費自己負担限度額（現行） こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
し
、「
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
と
し
て
の
制
度

堅
持
」
を
前
提
と
し
つ
つ
、
応
能
負

担
強
化
を
求
め
る
「
見
直
し
の
基
本

的
考
え
方
」
を
提
示
し
ま
し
た
。

▼
多
数
回
制
は
維
持

　
「
多
数
回
該
当
」
は
、

直
近
12
か
月
で
３
回
以
上
高
額
療
養

費
を
受
給
し
た
場
合
、
４
回
目
以
降

の
自
己
負
担
限
度
額
が
引
下
げ
に
な

方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
年
収
370
万
円
と
年
収

770
万
円
の
患
者
が
同
じ
区
分
で
同
じ

限
度
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題

視
し
、
細
分
化
に
よ
り
、
細
や
か
な

負
担
設
定
が
可
能
に
な
り
、
中
・
高

所
得
層
の
負
担
が
相
対
的
に
増
え
る

一
方
、
低
所
得
層
へ
の
配
慮
も
維
持

さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

▼
70
歳
以
上
の
外
来
特
例
見
直
し

70
歳
以
上
の
外
来
受
診
費
軽
減

措
置
「
外
来
特
例
（
70
歳
以
上
の
現

役
並
み
所
得
未
満
は
月
額
１
万
８
千

円
、
住
民
税
非
課
税
者
は
８
千
円
上

限
）」
引
上
げ
の
方
向
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
健
康
寿
命
の
延
び
、
受
診

率
低
下
を
踏
ま
え
た
対
象
年
齢
引

上
げ
も
俎
上
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

▼
年
間
上
限
額
の
新
設
を
検
討

　

新
た
な
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
月

の
上
限
に
年
１
回
で
も
達
す
れ
ば
年

間
上
限
対
象
と
す
る
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
い
い
内
容
で
す
。

　

政
府
は
、
改
正
案
の
年
内
確
定
、

年
明
け
国
会
上
程
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
昨
年
の
提
案
よ
り
マ
シ
に
な
っ

た
と
は
い
え
、
負
担
増
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
患
者
団
体
等
の
意
見

を
踏
ま
え
た
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

70
歳
未
満

年　収 負担割合 月単位の上限額（円）
1,160 万円～

3 割 ※１

252,600 ＋（医療費ー 842,000）× １％
〈多数回該当：140,100〉

770 ～ 1,160 万円 167,400 ＋（医療費ー 558,000）× １％
〈多数回該当：93,000〉

370 ～ 770 万円 80,100 ＋（医療費ー 267,000）× １％
〈多数回該当：44,400 円〉

～ 370 万円 57,600〈多数回該当：44,400〉
住民税非課税 35,400 円〈多数回該当：24,600〉

70
歳
以
上

外来（個人ごと） 上限額（世帯ごと）
1,160 万円～

3 割

252,600 ＋（医療費ー 842,000）× １％
〈多数回該当：140,100〉

770 ～ 1,160 万円 167,400 ＋（医療費ー 558,000）× １％
〈多数回該当：93,000〉

370 ～ 770 万円 80,100 ＋（医療費ー 267,000）× １％
〈多数回該当：44,400 円〉

～ 370 万円 70 から 74 歳
2 割

７５歳以上
1 割 ※２

18,000［年 14. ４万円］ 57,600
〈多数回該当：44,400〉

住民税非課税
8,000

24,600
住民税非課税

（所得が一定以下） 15,000
※１）義務教育就学前は2割
※２）年収200～ 383万円（複数320～ 520万円）は2割、年収383万円以上（複数520万円以上）は3割

る
仕
組
み
で
す
。

が
ん
や
難
病
等
長

期
間
の
継
続
治
療

が
必
要
な
患
者
に

と
り
、
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
重

要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
昨
年

の
改
悪
案
は
、
患

者
団
体
等
か
ら
と

り
わ
け
強
い
反
発

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
水
準

維
持
の
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

▼
所
得
区
分
の

　
細
分
化

　

現
行
の
所
得

区
分
は
、
別
表
の

よ
う
に
５
段
階
で

す
。
住
民
税
非
課

税
世
帯
を
除
く

区
分
を
さ
ら
に
３

つ
に
細
分
化
す
る

現
役
の
負
担
軽
減
等
が
理
由

現
役
の
負
担
軽
減
等
が
理
由

年
明
け
の
国
会
上
程
は
微
妙

年
明
け
の
国
会
上
程
は
微
妙

応
能
負
担
強
化
の
方
向
提
示

応
能
負
担
強
化
の
方
向
提
示
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11
月
26
日
、
都
庁
内
で
、
都
庁
退

連
合
第
23
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、

代
議
員
と
し
て
岡
澤
会
長
、
戸
枝
事

務
局
長
、
坂
本
幹
事
、
役
員
と
し
て

佐
藤
副
会
長
（
会
計
監
査
）、
纐
纈

副
会
長
（
幹
事
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
こ
の
一
年
の
物
故
者
を

悼
む
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
議
長
選
出

後
、
総
会
役
職
を
紹
介
、
纐
纈
朗
さ

ん
が
総
会
書
記
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
口
広
行
会
長
の
主
催
者
挨
拶
に

続
き
、
鎌
滝
・
自
治
労
都
庁
職
委
員

長
と
山
岸
・
自
治
退
都
本
部
会
長
が

来
賓
挨
拶
、
議
事
に
移
り
、
経
過
報

告
、
会
計
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報

告
、
活
動
方
針
、
会
計
予
算
、
役
員

選
任
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
案
の
質
疑
で
、
労
働
の

黒
田
さ
ん
が
「
宿
泊
学
習
会
は
や
る

の
か
。
単
会
に
財
力
が
な
い
」
と
質

問
、「
開
催
す
る
こ
と
に
意
義
は
あ

る
が
、
財
政
的
に
は
厳
し
い
。
相
談

し
た
い
」
と
の
答
弁
。
戸
枝
さ
ん
は

「
清
掃
退
学
習
会
へ
の
各
単
会
参
加
」

を
要
請
、
岡
澤
さ
ん
は
「
現
役
支
援

の
取
組
み
強
化
」
を
質
し
ま
し
た
。

　

前
島
事
務
局
長
は
答
弁
で
「
欠
員

状
況
が
続
く
都
庁
で
は
、
欠
員
職
場

へ
の
応
援
が
一
時
金
加
算
の
評
価
対

象
に
な
る
お
か
し
な
制
度
が
あ
る
」

と
紹
介
。
現
役
と
の
交
流
・
連
携
の

取
組
み
強
化
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
26
年
度
都
庁
退
役
員（
五
役
留
任
）

▽
会　

長　

関
口
広
行
（
労
働
）

▽
副
会
長　

中
井
陽
子
（
福
祉
保
健
）

▽
副
会
長　

広
野
富
雄
（
都
市
環
境
）

▽
事
務
局
長　

前
島
国
臣
（
主
税
）

▽
事
務
局
次
長　

鈴
木
利
明
（
中
央
市
場
）

▽
会　

計　

近
田
太
郎
（
病
院
）

▽
会
計
監
事　

石
井
宗
之
（
建
設
）

▽
会
計
監
事　

佐
藤
晋
一
（
清
掃
）

▽
幹　

事　

纐
纈　

朗
（
清
掃
）

〈
注
〉
幹
事
は
清
掃
の
み
記
載

訃
報

に
再
建
し
た
現
退
職
者
会
の
初
代

事
務
局
長
に
就
任
、
２
年
目
か
ら

は
主
に
対
外
業
務
を
担
当
し
、
４

代
の
会
長
を
支
え
、
２
０
１
６
年

５
月
か
ら
２
０
２
２
年
６
月
ま
で

第
５
代
会
長
を
務
め
、
延
べ
14
年

の
長
き
に
亘
り
、
退
職
者
会
の
ど

真
ん
中
で
頑
張
ら
れ
ま
し
た
。　

　

持
病
の
心
臓
病
に
よ
り
息
を
引

き
取
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
退

職
後
も
親
交
を
深
め
て
い
た
元
書

記
の
佐
々
木
則
子
さ
ん
は
、「
毎
週

火
曜
日
夜
、
電
話
で
励
ま
し
あ
っ

て
い
た
。
入
院
し
た
が
ら
な
い
庄

司
さ
ん
は
、
自
宅
で
ピ
ン
ピ
ン
コ

ロ
リ
の
夢
を
叶
え
た
の
だ
と
思
う
」

と
。
先
立
た
れ
た
奥
様
の
と
こ
ろ

へ
、
早
く
行
き
た
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
享
年
85
歳
、
故
人

の
冥
福
を
祈
り
、
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

元
会
長
（
第
５

代
）
の
庄
司
隆
男
さ
ん
が
11
月
３

日
に
亡
く
な
っ
た
と
、
ご
遺
族
様

よ
り
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

庄
司
さ
ん
は
、
現
役
時
代
、
職

場
闘
争
の
一
つ
の
大
き
な
事
例
を

示
し
た
渋
谷
支
部
の
委
員
長
を
長

く
つ
と
め
、
作
業
協
議
長
、
西
部

地
連
議
長
等
を
歴
任
、
地
域
運
動

で
は
西
部
全
労
協
議
長
も
担
当
し

ま
し
た
。
誠
実
な
人
柄
と
粘
り
強

い
活
動
姿
勢
が
多
く
の
仲
間
を
つ

く
り
、
地
域
な
ど
の
重
責
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

退
職
後
、
旧
退
職
者
会
の
役
員

と
し
て
旅
行
会
や
清
掃
会
館
維
持

管
理
業
務
な
ど
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
退
職
者
会
は
、
不

適
正
な
機
関
・
財
政
運
営
を
行
な
っ

て
い
た
上
部
組
織
の
都
区
職
労
退

職
者
会
か
ら
脱
退
し
、
役
員
中
心

の
旅
行
会
組
織
に
特
化
す
る
事
実

上
の
解
散
状
態
で
し
た
が
、
渋
谷

支
部
出
身
の
星
野
委
員
長
か
ら
依

頼
を
受
け
、
退
職
者
会
再
組
織
化

準
備
委
員
会
事
務
局
長
と
し
て
、

組
織
再
建
の
中
心
を
担
い
ま
し
た
。

庄
司
さ
ん
の
退
職
者
会
と
の
深
い

関
わ
り
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
２
０
０
８
年
４
月

五
代
会
長
庄
司
隆
男
さ
ん
逝
去
逝
去機関紙新年号用写真機関紙新年号用写真

（21 年 12 月 14 日撮影）（21 年 12 月 14 日撮影）

東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会
第

東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会
第
2323
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会
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高
市
首
相
の
「
台
湾
有
事
は
存
立

危
機
事
態
」
国
会
発
言
に
よ
り
日
中

関
係
が
悪
化
す
る
中
、
11
月
の
19
日

行
動
が
国
会
前
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
ト
ー
ク
で
飯
島
滋
明
さ
ん

（
名
古
屋
学
院
大
学
教
授
・
憲
法
学
）

は
、「
安
保
法
制
は
憲
法
違
反
。
攻

撃
さ
れ
て
も
い
な
い
の
に
『
存
立
危

機
事
態
』
と
言
っ
て
先
に
攻
撃
す
る

こ
と
は
、
国
際
法
上
許
さ
れ
な
い
。

高
市
首
相
は
発
言
撤
回
を
」
と
批
判

し
、「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ス
パ
イ
防

止
法
で
戦
争
や
徴
兵
制
反
対
者
が

逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
政
府
批
判
で
逮

捕
さ
れ
か
ね
な
い
」
と
、
ス
パ
イ
防

止
法
の
危
険
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

12
月
２
日
、
全
水
道
会
館
で
「
26

け
ん
り
春
闘
発
足
総
会
・
学
習
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、大
幅
賃
上
げ
実
現
へ
、

26
年
春
闘
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

共
同
代
表
の
渡
辺
洋
全
労
協
議

長
は
、「
高
市
政
権
で
株
価
は
上
が
っ

た
が
、
円
安
・
物
価
高
に
な
る
。
高

市
は
、
再
配
分
を
軽
視
し
最
賃
に
冷

淡
で
、
労
働
法
制
改
悪
を
指
示
。
解

雇
自
由
は
許
せ
な
い
。
高
市
の
『
奈

良
の
シ
カ
』
発
言
は
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ

ム
。
高
市
政
権
で
歴
史
の
歯
車
は
逆

回
転
を
始
め
た
」
と
、
高
市
政
権
と

の
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
①
貧
困
と
格
差
拡
大
を

許
さ
ず
、
大
幅
賃
上
げ
実
現
、
最
賃

1,500

円
即
時
確
立
、
②
労
基
法
破

棄
・
労
働
時
間
規
制
緩
和
反
対
、
外

国
人
労
働
者
の
人
権
を
守
ろ
う
、
③

改
憲
・
軍
拡
・
原
発
再
稼
動
反
対
な

ど
の
闘
う
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
記
念
講
演
「
移
民
労
働

者
に
人
権
を
！
ま
っ
と
う
な
移
民
政

策
を
！
」。
講
師
は
、
昨
今
の
「
外

国
人
排
斥
」
騒
動
で
、
一
躍
、
時
の

人
と
な
っ
た
感
の
あ
る
『
移
住
連
』

の
鳥
井
一
平
さ
ん
。
鳥
井
さ
ん
は
、

次
の
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

政
府
は
、ヘ
イ
ト
扇
動
に
乗
っ
て
、

入
管
庁「
不
法
滞
在
者
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」

や
、「『
秩
序
あ
る
』
共
生
社
会
」
論

を
展
開
、
こ
れ
は
「
外
国
人
＝
犯
罪

者
」
と
す
る
「
官
製
ヘ
イ
ト
」
だ
。

　

日
本
は
「
移
民
」
と
言
わ
ず
「
外

国
人
」
と
言
っ
て
き
た
。
元
々
の

外
国
人
問
題
は
「
旧
植
民
地
出
身

者
（
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
）」。
80
年
代

高市首相は「台湾有事」高市首相は「台湾有事」
発言を即時撤回しろ！発言を即時撤回しろ！

以
降
、
日
系
、

技
能
実
習
生

等
ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
に
よ
り

外
国
人
労
働

26けんり春闘発足総会26けんり春闘発足総会 正
規
・
非
正
規
連
帯
で
大
幅
賃
上
げ
実
現
！

正
規
・
非
正
規
連
帯
で
大
幅
賃
上
げ
実
現
！

　
最
賃
大
幅
増
、
労
働
法
制
改
悪
反
対
！

　
最
賃
大
幅
増
、
労
働
法
制
改
悪
反
対
！

高
市
政
権
と
の
対
決
春
闘
へ

高
市
政
権
と
の
対
決
春
闘
へ

ま
っ
と
う
な
移
民
政
策
を

ま
っ
と
う
な
移
民
政
策
を

闘
う
労
働
運
動
が
社
会
を
変
え
る

闘
う
労
働
運
動
が
社
会
を
変
え
る

者
が
急
増
し
た
が
、
戦
前
か
ら
続
く

「
外
国
人
管
理
・
監
視
」
政
策
が
引

き
継
が
れ
、、「
外
国
人
労
働
者
使
い

捨
て
」
の
姿
勢
を
変
え
て
い
な
い
。

　

ヘ
イ
ト
を
拡
散
す
る
人
た
ち
と
話

し
て
み
て
、「
地
域
の
『
困
り
ご
と
』

を
外
国
人
の
せ
い
に
す
る
。
検
証
せ

ず
決
め
つ
け
る
。
政
府
・
行
政
に
正

面
か
ら
対
峙
せ
ず
、
権
利
主
張
す

る
人
を
攻
撃
す
る
」
と
い
う
こ
と
が

分
っ
た
。
ウ
ソ
100
回
に
対
し
本
当
の

こ
と
を
101
回
言
う
こ
と
が
必
要
だ
。

　

集
会
の
最
後
に
労
組
・
団
体
発
言
。

全
水
道
東
水
道
、
全
国
一
般
東
京
労

組
、全
日
建
連
帯
労
組
が
決
意
表
明
。

　

ス
ト
や
示
威
行
為
を
「
威
力
業
務

妨
害
」
と
さ
れ
て
多
く
の
組
合
員
が

逮
捕
、
裁
判
闘
争
な
ど
で
闘
っ
て
い

る
全
日
建
連
帯
労
組
は
、「
労
働
組

合
が
闘
わ
な
い
か
ら
社
会
が
反
動
化

し
、
労
組
の
普
通
の
活
動
が
犯
罪
扱

い
さ
れ
て
い
る
。
労
組
は
行
動
し
て

社
会
正
義
を
示
そ
う
」
と
、
闘
う
労

働
運
動
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

記念講演講師記念講演講師
鳥井一平さん鳥井一平さん



８

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2025 年 12 月

清掃退職者会清掃退職者会のの２０２５年２０２５年

２月１３日、国立演芸
場寄席、会場は内幸
町ホール、１６名参加。

２０２５年の行事こと
はじめは、１月１８日

「新春の集い」。会場は
飯田橋「楼蘭」、参加
者は来賓含め２４名。

３月１日、東京清掃主
催の「退職者歓送会」。

５月１日、日比谷メーデーに２１名参加。鍛冶
橋までのデモにもへこたれず、元気いっぱい。

学習交流会は２回開催。春は３月１０日、「少数与党下の国会情
勢と今後の課題」、１３名参加。秋は９月１１日、「相続・遺言セ
ミナー」、他単会含め２１名参加。それぞれ学習会後、懇親会開催。

５月１２日、「品川宿・旧東海道フィールドワー
ク」、「そば処いってつ」でランチ宴会。１６名参加。 ３月２８日、飛鳥山公園にて「お花見ウォーク」、

王子駅前「しゃぶ葉」でランチ宴会。１５名参加。

「少数与党下の国会情勢と今後の課題」講師染裕之さん「少数与党下の国会情勢と今後の課題」講師染裕之さん

「相続・遺言セミナー」講師労金提携信託会社小川正秋さん「相続・遺言セミナー」講師労金提携信託会社小川正秋さん海蔵寺無縁仏供養塚海蔵寺無縁仏供養塚

パネルを掲げる退職者パネルを掲げる退職者
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学習会、日帰り親睦交
流など、上部団体の行
事や行動にも積極的に
参加し、交流を深める。

大会や賃金闘争激励をは
じめ、東京清掃主催の行
事・行動へ積極的に参加
し、連携を強める。

反戦平和、人権、脱原発、労働争議支援などの社会課題に関わる集会・行動へ積極的に参加。

３月 /マーチ・イン・マーチ３月 /マーチ・イン・マーチ３月 /さようなら原発３月 /さようなら原発 ５月 /憲法大集会５月 /憲法大集会 ５月 /狭山再審市民集会５月 /狭山再審市民集会

６月 /米軍横田基地反対集会６月 /米軍横田基地反対集会 ７月 /最賃上げろアクション７月 /最賃上げろアクション ９月 /戦争法廃止１９日行動９月 /戦争法廃止１９日行動 1０月 /国際反戦デー1０月 /国際反戦デー

６月１３日、第１７回定期総
会。会員２７名参加。来賓
含め３０名で盛大に懇親会。

７月１８日、東京清掃ボウ
リング大会の予選を兼ねて、
ボウリング交流会を東京
ドームにて開催。１１名参
加。継続開催の方向で検討。

１０月６日、日帰りツアー「葛西臨海水族園見学と
ＢＢＱ」、１４名参加。纐纈さんの朝取れナスうまし。

１１月２１日、新規事業、国立科学博物館「大絶滅展」
見学。「酒亭じゅらく」にてランチ宴会。１７名参加。

１月１６日、東京清掃団結旗開き１月１６日、東京清掃団結旗開き
１０月１８日、１０月１８日、
賃金確定闘争賃金確定闘争

９月 1７日、地公退高齢者集会９月 1７日、地公退高齢者集会

６月２３日、都庁退学習会６月２３日、都庁退学習会

９月６日、東京清掃９月６日、東京清掃
ボウリング大会ボウリング大会

葛西臨海水族園入り口葛西臨海水族園入り口
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賃金確定闘争の結果（概要）
１．特別区人事委員会勧告➡️勧告どおり実施
　〈月例給〉勧告給料表のとおり改正
　　　　　 ３.80％、本年４月から適用
　〈一時金〉年間月数を 0.05 月引上げ、期末手当と勤勉
　　　　　 手当に均等配分（年間支給月数 4.90 月）
　　　　　 再任用職員も 0.05 月ずつ
２．業務職給料表
　＊行政職給料表（一）の引上げに合わせ同率程度引上げ
　　［注］行（一）を上回る単純平均 4.00％の改善
３．技能・業務系人事・給与制度見直し

（１）任用制度
　①職種の統合と職務名の変更
　　＊職種統合…技能Ⅴ、技能Ⅵ➡️清掃
　　＊職務名変更…清掃車運転、清掃車整備、清掃作業、設備管理
　②採用制度受験資格
　　＊受験資格の年齢要件改正…35 歳未満➡️ 45 歳未満
　③昇任制度
　　＊技能主任職資格要件の１級在職年数改正
　　　12年（前歴通算上限６年）➡️９年（前歴通算上限4年）
　　　経過措置付き
　　＊技能長職…技能長・担当技能長の選考種別を設定
　　＊統括技能長職…受験資格の年齢要件下限（42 歳）廃止
　④設置基準…数の括りによる設置基準廃止　

（２）給与制度
　①新給料表
　　＊職務・職責をより重視したメリハリある給与制度実現
　　＊新給料表への切替え…現給の同額または直近上位の額
　　＊給料表切替えに伴う給料月額逆転防止のため所要の措置
　　＊保障額の取扱い…切替日の給料月額が保障額に達
　　　しない場合は、保障額を給料として支給
　②初任給の取扱い…経験給、年齢給の有利な号給に決定
　③差額支給の取扱い
　　＊ 2018 年人事制度改正に係る給料表切替えに伴う
　　　差額支給は、26 年３月 31 日を持って終了

（３）実施時期　2026 年４月１日
４．特例技能主任職・特例技能長職昇任選考（25 年度限り）
　①対象者
　　＊特例技能主任…業務職給料表１級最高号給適用者
　　＊特例技能長……業務職給料表２級最高号給適用者
　②実施方法…本人申込み
５．初任給の号給加算見直し（2026 年 4 月 1 日実施）
　＊現行の加算限度号数を廃止
　＊経験年数 12 月につき月４号加算、10 年を超える（現
　　行加算限度号数相当）経験年数は 18 月につき４号を加算
６．高齢者部分休業の欠勤日数見直し（2026 年 4 月 1 日実施）
　＊期末手当…７時間 45 分を１/3 日換算➡️算定しない
　＊勤勉手当…７時間 45 分を 2/3 日換算➡️ 30 日超は現行どおり

東京清掃２５賃金確定

　

東
京
清
掃
は
、
25
賃
金
確
定
に
あ

た
り
、①
業
務
職
給
料
表
水
準
改
善
、

②
人
事
制
度
改
善
、
③
給
与
制
度
改

善
、
④
高
齢
期
雇
用
制
度
改
善
、
⑤

そ
の
他
諸
制
度
改
善
の
５
課
題
42
項

目
の
要
求
を
掲
げ
て
闘
い
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
特
別
区
職
員
賃
金
が

政
令
都
市
中
最
低
レ
ベ
ル
と
い
う
異

常
状
態
解
消
、
現
業
賃
金
が
行
政
職

よ
り
低
い
矛
盾
解
消
、
物
価
高
騰
分

を
上
回
る
賃
上
げ
を
求
め
ま
し
た
。

　

闘
い
の
結
果
、
11
月
20
日
、
別
記

の
内
容
を
受
入
れ
、妥
結
し
ま
し
た
。

　

最
大
の
成
果
は
、
人
事
・
給
与
制

度
の
改
善
で
す
。任
用
制
度
改
善
と
、

行
（
一
）
給
料
表
と
の
対
応
関
係
を

見
直
し
て
平
均
額
で
約
10
・
４
％
改

善
し
た
業
務
職
給
料
表
が
示
さ
れ
、

07
賃
闘
で
被
っ
た
給
料
表
９
％
改
悪

を
形
式
上
ほ
ぼ
解
消
で
き
ま
し
た
。

　

一
定
レ
ベ
ル
の
賃
上
げ
を
実
現
し

た
も
の
の
、
物
価
上
昇
に
追
い
つ
い

て
い
な
い
こ
と
や
「
差
額
支
給
」
の

廃
止
、
一
時
金
を
含
む
再
任
用
の
賃

金
水
準
改
善
を
実
現
で
き
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
残
念
な
部
分
は
あ
り
ま

す
が
、大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

大
幅
賃
上
げ
の
要
求
を
阻
む
壁
と

な
っ
て
い
る
人
事
院
・
人
事
委
員
会

制
度
改
善
が
、当
面
す
る
課
題
で
す
。

社
会
的
労
働
運
動
重
視
と
合
わ
せ
た

闘
い
に
期
待
し
、
退
職
者
会
と
し
て

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
幅
賃
上
げ
を
目
指
し
闘
う

大
幅
賃
上
げ
を
目
指
し
闘
う

0707
年
改
悪
を
解
消
す
る
成
果

年
改
悪
を
解
消
す
る
成
果

今
後
の
闘
い
強
化
に
期
待

今
後
の
闘
い
強
化
に
期
待

現業賃金大幅改善実現

激励挨拶激励挨拶
岡澤会長岡澤会長多田委員長多田委員長


